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診療所 

 
■GIO： 

地域医療を必要とする患者とその家族に対して全人的に対応するために、診療所の役

割と医療連携の必要性を理解し、問題解決力と臨床的技能・態度を身につける。 
 
■SBOs： 

1. 病歴（主訴、現病歴、既往歴、家族歴、生活・職業歴、系統的レビュー）の聴取

と記録ができる。 
2. 患者、家族のニーズを身体・心理・社会的側面から把握できる。すなわち、単に

病気のみをみるのではなく、病人をみることができる。 
3. 患者・家族への適切な指示、指導ができる。 
4. 守秘義務を果たし、プライバシーへの配慮ができる。 
5. 医療保険、公費負担医療を理解し、適切に診療できる。 
6. 医の倫理、生命倫理について理解し、適切に行動できる。 

 
■LS： 

1. 下記の京都府伏見医師会醍醐班の医院で“On the job training (OJT)”中心の研修

を行う。 
 

内科・循環器科

泉川医院 泉川文彦　（泉川文彦）

医院名 院長　（指導医） 標榜診療科

いしだ医院 石田　晟　（石田　晟） 小児科・内科

松本恒司　（松本恒司） 内科・消化器科

辻医院

外科・胃腸科・耳鼻咽喉科・内科

井上医院

石原内科小児科医院

松本クリニック

井上雅史　（井上雅史） 内科

辻　康平　（辻　康平） 内科・小児科・消化器科・リハビリ科

石原象二郎　（石原象二郎） 内科・小児科

泉内科循環器科医院 泉　正巳　（泉　正巳）

 

 
■Ev： 

1. 自己評価：EPOC による形成的評価 
2. 指導医による評価：EPOC による形成的評価と総括的評価 




